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皮膚は、外界と体内とを隔てる単なるバリアではなく、絶えず外来抗原の侵入に曝される最前線
の免疫臓器です。そこではアレルギー反応、細菌・ウイルス感染防御、自己免疫反応などの多彩な
免疫応答が誘導されています。

従来、皮膚免疫細胞の動態や局在は、皮膚生検をもとにある一時期における二次元の世界から
類推せざるを得ませんでした。しかしながら、近年の二光子励起顕微鏡システムなどの進歩により、
時空間的に免疫細胞の動態を捉えることが可能になりました。また、蛍光分子プローブの開発によ
り癌細胞や生体の構造が一細胞レベルで詳細に解析する事が可能となっています。

臨床の現場では、様々な疑問が生じます。そして、私たちは、動物実験を始めとする基礎研究に
よりそれらの疑問を解明し、それを臨床応用に繋げたいと思っております。今回は、その作業にお
ける生体イメージングの有効性について、幾つかの疾患モデルを利用してご紹介させて頂きたいと
思います。
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生体イメージングでつなぐ基礎と臨床と創薬研究
Link among basic/clinical sciences and drug discovery 

via live imaging
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